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詰
所
行
事
予
定
（
十
二
月
） 

一
日 

修
養
科
第
九
七
八
期
生
入
科 

四
日 
詰
所
常
会 

八
日 

に
を
い
が
け
実
動 

十
一
日 

勤
務
者
修
練
Ⅰ 

十
三
日 

お
つ
と
め
勉
強
会 

十
七
日 

直
轄
祭
参
拝
（
大
教
会
） 

二
十
日 

勤
務
者
修
練
Ⅱ 

 

二
十
三
日 

大
教
会
月
次
祭
参
拝 

二
十
六
日 

本
部
月
次
祭
参
拝
者
受
入
れ 

二
十
八
日 

餅
つ
き 

二
十
九
、
三
十
日 

大
掃
除 

詰
所
の
動
き 

 
 
 
 

秋
季
大
祭 

十
月
二
十
六
日 

コ
ロ
ナ
第
八
波
が
心
配
さ
れ
る
中
、
立
教
一
八
五
年
秋
季
大
祭
が
つ

と
め
ら
れ
、
お
ぢ
ば
は
大
勢
の
参
拝
者

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
詰
所
で
は
今
月
も

好
評
の
「
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
」
が
行
わ
れ
、

い
つ
も
の
川
島
佑
介
さ
ん
の
小
鼓
演

奏
に
加
え
、
教
養
掛
助
手
の
西
海
湧
起

さ
ん
が
自
慢
の
生
ギ
タ
ー
演
奏
を
披

露
、「
小
鼓
と
ギ
タ
ー
」
の
コ
ラ
ボ
で

帰
参
者
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

青
年
会
総
会 

 

十
月
二
十
七
日 

第
九
十
六
回
青
年
会
総
会
が
本
部
中
庭
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
と
い
う
こ
と
で
、

人
数
制
限
を
か
け
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
が
、青
年
会
長
様
の
お
言
葉
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
、全
国
の
あ
ら
き
と
う
り

ょ
う
に
向
け
、
ラ
イ
ブ
発
信
さ
れ
ま
し
た
。 



若
人
会
（
第
二
回
） 

十
月
二
十
九
日 

婦
人
会
、
青
年
会
共
催
の
「
若
人
会
」
が
今
年
の
夏
、 

大
変
好
評
を
得
た
の
で
、
こ
の
秋
、
第
二
回
目
が
開 

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
大
勢
の
若
者
達
が
お
ぢ
ば 

に
集
い
楽
し
く
愉
快
に
親
交
を
深
め
合
い
ま
し
た
。 

青
年
会
ひ
の
き
し
ん
隊 

十
一
月
隊 

青
年
会
髙
安
分
会
で
は
十
一
月
に
ひ
の
き
し
ん
隊

を
編
成
し
、
お
ぢ
ば
で
伏
せ
込
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ひ
の
き
し
ん
隊
と
い
え
ば
「
百
母
屋
」
で
す
が
、
こ

こ
数
年
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
合
宿
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
が
漸
く
宿
泊
可
能
と
な
り
、
中
に
は
何

と
新
婚
三
日
目
と
い
う
会
員
も
参
加
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
若
者
だ
け
で
な
く
、「
百
母
屋
」
で
青
春

を
謳
歌
し
た
Ｏ
Ｂ
方
も
、
青
春
時
代
の
思
い
出
に
浸

り
つ
つ
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

に
を
い
が
け
実
動 

十
一
月
八
日 

今
月
も
天
理
市
西
長
柄
方
面
に
出
動
し
、「
旬
の
風
」
に
乗
っ

て
、
勇
ん
で
「
に
を
い
が
け
」
に
歩
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

    

 

お
知
ら
せ 

お
礼
団
参 

十
一
月
二
十
七
日 

 

お
礼
団
参
を
通
し
て
「
教
祖
お
入
り
込
み
百
四
十
周
年
」
の
年

の
心
定
め
を
完
遂
し
、
仕
切
っ
て
「
教
祖
百
四
十
年
祭
」
へ
向

け
て
の
年
祭
活
動
に
向
か
わ
せ
て
頂
き
ま
し
ょ
う
。 

◎
お
礼
の
お
つ
と
め 

午
前
十
一
時
半 

於 

東
礼
拝
場 

◎
ひ
の
き
し
ん 

 

十
二
時
半
～
二
時 

於 

豊
田
山
墓
地 



「
女
子
青
年
大
会
」
十
一
月
二
十
七
日
、 

同
日
、
お
ぢ
ば
で
は
女
子
青
年
大
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
教
会
の

「
お
礼
団
参
」
に
合
わ
せ
、
広
く
お
声
掛
け
下
さ
い
。 

◎
式 

 

典 
 
 
 

午
前
十
時
よ
り 

於 

本
部
中
庭 

◎
ひ
の
き
し
ん 

 
 

式
典
終
了
後 

 

於 

本
部
境
内
地 

◎
支
部
行
事 

 
 
 

午
后
一
時
よ
り 

於 

詰
所 

お
ぢ
ば
に
伏
せ
込
む
若
者
達
（
そ
の
２
） 

高
橋
和
真
さ
ん
（
二
十
三
才 

河
北
・
玉
造
）。 

住
道
布
教
所
長
の
子
弟
と
し
て
生
ま
れ
、

「
教
校
学
園
」
で
は
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン

ド
で
活
躍
、
全
国
大
会
で
見
事
金
賞
を

受
賞
。
卒
業
後
は
「
専
修
科
」
に
進
み
、
そ
の
後
二
年
間
の
詰
所
青

年
を
経
て
、
更
に
大
教
会
青
年
を
半
年
間
勤
め
、
現
在
は
中
山
御
分

家
宅
青
年
と
し
て
「
伏
せ
込
み
の
王
道
」
を
歩
ん
で
い
ま
す
。
特
技

も
植
木
剪
定
と
、
ど
こ
ま
で
も
ス
ト
イ
ッ
ク
な
ナ
イ
ス
ガ
イ
で
す
。 

フ
リ
ー
ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
開
通 

詰
所
地
下
一
階
の
信
者
室
で
は
、
建
物
の
構
造
上
、
携
帯
電
話

が
使
え
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
ご
不
便
を
お
か
け
し
て
き

ま
し
た
が
、
漸
く
「
フ
リ
ー
ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
」
が
開
通
し
ま
し

た
の
で
、
今
後
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
電
話
な
ど

デ
ジ
タ
ル
通
話
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。 

編
集
後
記 

お
ぢ
ば
の
風
物
詩
、
親
里
大
路
の
「
銀
杏
並
木
」
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
拡
散
さ
れ
、
撮
影
に
訪
れ
る
人
が
近
年
激
増
。
そ
の
た
め
今

月
十
九
、
二
十
日
は
親
里
大
路
の
一
部
が
通
行
規
制
さ
れ
「
歩

行
者
天
国
」
と
な
り
ま
し
た
。
や
か
た
前
の
「
枝
垂
れ
桜
」
と

い
い
、
お
ぢ
ば
は
全
国
区
の
観
光
名
所
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。 

   
発 

行 

天
理
教
髙
安
大
教
会
信
者
詰
所 

発
行
者 

芦
田
孝
廣 

印 

刷 

天
理
市
守
目
堂
町
二
五
五
番
地
一 


